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夜な夜な短歌人紹介

momongaさん 華さん 雪さん

せんむさん Juneさん レイさん
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短歌って、遠い世界のものだと思ってた。

でも、実はすごく身近なところにあるんだ。

それを知った僕たちが、短歌を紡いでいく。

そんな楽しみをあなたにも感じて欲しいので

す…。

思い込みって怖いですよね。できないとか、無理って思うと、頭が勝手にできな
いようにしてしまうんですよね。ところが…反対にできる、やりたいって思うよう
になると、カチッと頭が切り替わるんですよね。ここに集まった短歌人たちは、ま
だまだ短歌を詠みはじめたばかりのひよっこばかりです。でも…短歌に対する熱量
は案外大きいのではないかと思ってます。今回は春号ということもあり、「春」
「恋」「はじまり」「コーヒー」「夜」といった春をイメージするテーマで短歌を
詠んでいます。良かったら、みんなの春に触れていってください。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　華さん
　　　　　　　　　　　　　　　　　　首謀者masaさんの、あまりに切ない歌をどうにか前向き
　　　　　　　　　　　　　　にしたくて、つい返歌したのが「春が散る～」でした。

　　　　　　　　　　　　　　　 6首でなんとなぁく物語性をもたせたつもりです。
                                              歌の解き方は受け手の自由、ちょっとでも共感したり楽
                                              しんでもらえたらサイワイです。
                                              今回は参加の機会を頂き、ありがとうございました！

雪さん
短歌は読むもので、詠むものではありませんでしたが、読友
さんたちの短歌に影響されて詠んでみたが最後、いまでは
すっかり短歌のおもしろさに夢中になり、五七五七七と指折り
数える毎日です。こんなに楽しい世界があったなんて。
私を短歌の世界に誘ってくださった読友さんたちに、とても
感謝しています。

　　　　　　　　　　　　　　　　Juneさん
　　　　　　　　　　　　　　　　短歌をつぶやきで目にするたび、その魅力に惹きつけられ
                　　　　　　　ました。普段なかなか口に出来ない気持ちも、短歌を通し
　　　　　　　　　　　　 てなら共有できるかもしれない。出会ったばかりの方々に
　　　　　　　　　　　　 お誘いいただき、今回歌集に参加しました。本を愛する人
                                     たちは優しくて秩序がある。読メに会えて良かった。

レイさん
短歌歴はごく短いです。古典の知識も無いまま詠んでいる
ので、独自の歌になってしまうことも多々。
「これなら私も詠める！」と功を奏したのか、今ではすっかり
『夜な夜な短歌』が定着しました。
これからも色んな方に刺激をもらいながら短歌を続けていけ
たらなと思います。

短歌人からひとこと
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　　　　　　　　　　　　　　　　せんむさん
　　　　　　　　　　　　　　　　一首目：多分、初めてまともに作った短歌です。
　　　　　　　　　　　　 二首目：朝の挨拶変わりに歌いました。おはホーホケキョ♪
　　　　　　　　　　　    三首目：お気に入りさんが、気まぐれで作った歌への返歌。
　　　　　　　　　　　　 四首目：一番、反響が大きかった歌
　　　　　　　　　　　 　五首目：意外な人から反応があった歌
　　　　　　　　　　　    六首目：覚えてますか？
                         　　 　　　　　              全て、受け取り方は読み手様の自由です♪　　　　　　　　　　　　　　

momongaさん
うんうんうなりながら、でも豊かに言葉を紡ぐきっかけ
を下さったmasaさん＠管理人さんをはじめ、読メの皆様
に感謝します。
日常を詠むことができず、脳内再生ドラマの６首と
なりました。

　　　　　　　　　　　　　　　　masa
　　　　　　　　　　　　　　　　ある日、突然魅せられてしまった短歌。
　　　　　　　　　　　　 それまでは、短歌を読むだけだったのが、詠むに変わってか
　　　　　　　　　　　　 ら、毎日短歌漬けの生活がはじまりました。
　　　　　　　　　　　　 しかも、ひとりでは満足できず読メのみなさんを巻きこんで
　　　　　　　　　　　　 日々楽しいやりとりをしています。みなさんお付き合いあり
　　　　　　　　　　　　 がとうございます。これからも夜な夜な短歌しましょうね♪

※ 当歌集に掲載されている文章・画像等の無断転載はご遠慮下さい
　 使用する際は、事前に確認していただくようお願いします
※ 読書メーター内での歌集の紹介、レビューでの紹介は大歓迎です
　 短歌人たちも喜びますので是非広めてくださるとうれしいです

短歌人からひとこと
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編集後記
この歌集を作るまでは、本当にできるのだ
ろうかと不安に思っていました。ところ
が、実際にメンバーに声をかけたとこ
ろ…。みなさん快く引き受けてくださっ
て、あっという間に『夜な夜な短歌集』の
第１号を作ることができました。いつも楽
しく短歌のやりとりをしているメンバーと
だからこそ実現できたことなのではないか
と思っています。発起人としましては、こ
れから季刊誌として定期発行していきたい
と目論んでいます。またお声かけると思い
ますので、よろしくお願いします。

masa＠コミュ管理人

夜な夜な短歌コミュについて
『夜な夜な短歌コミュ』とは、読書メータ
ーにあるコミュニティです。短歌が好き、
短歌を詠みたいというメンバーが集まって
日々交流をしています。みなさんも良かっ
たら一緒に短歌を作ってみませんか？興味
ある方は、リンクよりたどってみてくださ
いね。

☆夜な夜な短歌コミュをみる
☆読書メーターをみる

編集後記＆コミュ紹介

http://book.akahoshitakuya.com/c/333213
http://book.akahoshitakuya.com/c/333213
http://book.akahoshitakuya.com/home
http://book.akahoshitakuya.com/home

